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　平成29年4月、名古屋市港区に新たなテーマパー

ク「レゴランド・ジャパン」がオープンした。「レゴ」

という世界ブランドを冠するテーマパークだけに期

待も膨らみ、子を持つ多くの名古屋人は、自宅から

数十分で行けるテーマパークの完成を楽しみにして

いた。「レゴブロック」は想像力を養う良質なおもちゃ

として、二人の子を持つ我が家でもずいぶんお世話

になった。私としては、しばらく混雑することも予

想されたため、しばらく様子を見てから落ち着いた

頃に子ども達と一緒に遊びに行くつもりでいた。

　しかし、何事にも慎重派が多いと言われる名古屋

人気質もあり、レゴランドの入場者数が思いのほか

伸びていないとの記事を見た。家族4人（大人6,900

円×2名・子供5,300円×2名）で24,400円と

いう強気な値段設定も一因のようだが、入場日の7

日前に購入すれば家族4人で18,300円となるなど、

様々なオプションも準備されている。そんな大人の

事情にまったく興味のない子どもたちは、「潜水艦に

乗りたい」「レゴの工場に行きたい」と、すぐにでも

レゴランドで遊びたいばかりの様子。大人向けには

すぐ隣に「メイカーズピア」というエリアがあり、

レストランや喫茶店、雑貨、洋服、和傘屋など、食

事やショッピングを楽しむことができるようになっ

ており、加えて、そば打ち体験やピザ焼き体験のほか、

妖怪ウォッチオフィシャルショップの「ヨロズマー

ト」、お化け屋敷「台場奇怪学校」など、子どもにも

楽しい仕掛けが用意されている。

　そんなある日、ゴールデンウィークの期間限定で、

年間パスポートを所有している知人と一緒に入場す

れば1日券が半額で入手できるという企画を知った。

これは絶好のチャンスとばかり、知り合いに頼んで

同行してもらうことにした。

　開場前に到着した入場ゲート付近には、噂とは違

い、たくさんのお客さんが並んでいた。半額キャン

ペーンとゴールデンウィークが重なり、かなり混雑

しているようだ。入場するとすぐに、人気アトラク
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私の好きな時間

ションには長蛇の列ができていた。どれに乗ろうか

迷っている間に、お客さんも分散したのか、どのア

トラクションにも数分で乗ることができるように

なっていた。レゴランドの中心に建つ「オブザベー

ション・タワー」からは地上50mの高さから、レゴ

ランド・ジャパンや名古屋港を一望することができ

た。「ミニランド」には1000万個以上のレゴブロッ

クで作った東京、大阪、京都、名古屋の名所がきめ

細やかに再現されており、かなり見ごたえがあった。

また、小さなアスレチックのような施設が所々にあ

り、子どもを自由に遊ばせて、親は座って休むこと

ができた。

　しばらく遊ぶと、小腹のすいた子ども達からレゴ

ブロックを模ったポテトがほしいとねだられた。味

は普通のポテトと変わらないが、子どもにはとても

魅力的に見えるようだ。私は「マリーナ・スナック・

シャック」というホットドックを購入した。大人に

はちょっと小さめだが、持つ部分がパン生地ででき

ていて、手を汚さずにおいしくいただいた。

　初めて訪れたレゴランド・ジャパンだったが、ほ

どほどの待ち時間でいろんなアトラクションに乗る

ことができて、それなりに楽しむことができた。特

に今回は半額で入場することができたため満足度は

高く、小学生以下の子をもつご家族であれば、一度

くらいは行ってみる価値があるとの印象を受けた。

このレゴランド・ジャパンについては、先にも述べ

たが、入場料の高さを指摘する声が多く聞かれるが、

その一方で、年間パスポートは大人 17,300 円、

子供13,300円と比較的安く設定されている。園内

で買えば当日の入場料を差し引いてくれるので、

あと 2回来れば元が取れることになる。そのため

場内の年間パスポート販売店には長蛇の列が並んで

いた。私たち家族も購入したほうが得策だと考え、

年間パスポートを購入することにした。

　8月中旬時点で、まだ2回目に行けていない。夏

休み中に一度は行きたかったが、暑さで足が遠のい

てしまった。そんな中、8月の新聞に「レゴランド

また値引き（年間パスポート利用者の同行者二人の

入場料を無料にし、飲食代金も割り引くサービスを

8月末までの期間限定で打ち出した）」との記事を発

見。こうした取り組みが功を奏したのか、4月の開

業からの入場者数が9月中に延べ100万人を超え、

初年度目標200万人が達成できるとの見通しが明ら

かになった。今後はハロウィンやクリスマスシーズ

ンに向けて新しい企画が期待されるところである。

　レゴランド・ジャパンの開園は名古屋では大きな

ニュースとして取り上げられた。全国的な知名度こ

そ名古屋人の私が知る由もないが、世界で8番目に

できたレゴランドである。来年度には、レゴランド

の隣に「レゴホテル」もオープンする予定となって

いる。気が向いたら、一度、訪れてみてはいかがで

しょうか。
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　6月9日、ホテル椿山荘東京で 70 周年記念式典を開催しました。祝賀会に先立って丹保憲仁・北
海道立総合研究機構理事長が「近代の終わるとき」をテーマに記念講演を行いました。丹保理事長
からは、「成長の時代、環境の時代から今後は共生の時代へ。それは近代とは異なる価値観が求め
られる」と「新中世」を提唱されました。
　引き続き行われた祝賀会のオープニングセレモニーでは、アンサンブルカノンの皆さんの優しい音
色が来場者を会場にいざないました。

創立70周年記念
　　講演会・祝賀会を開催

　その後、久保会長は「７０周年を迎えられたのは関係している皆さんのおかげ。環境は激変してい
るが、水道システムの安定を目指すことが協会の使命。今後も顧客の皆様の課題解決に貢献してい
きたい。会員とともに協会運営を進め、これからも信頼に応えられるようにしていきたい」と感謝を
述べられました。
　また、来賓として登壇した宮崎正信・厚生労働省水道課長（当時）は「水道事業の発展に貢献して
いただき感謝している。厚労省の水道予算は年々増えているが計画的な施設更新、地震対策などさ
らに必要な状況。水道システムを次世代に引き継いでいけるようにこれからも協力していただきたい」
と関係者に要請されました。

オープニングセレモニー

久保会長挨拶 宮崎課長挨拶

丹保北海道立総合研究機構理事長
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　来賓・協会役員による鏡割りが行われました。アトラクションとして「鉄管甚句」が披露され、会
場は大いに盛り上がりました。

乾杯鏡割り

披露された鉄管甚句

会 場 風 景
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80 ダクタイル鉄管 平成29.10 第 101号

　この度、日本ダクタイル鉄管協会にお世話になることになり水道事業に管材料を通じて係わる
ことになりました。
　水道人生の初まりは、東京都水道局の技術職員として担当した水道管の新設工事でした。当時、
水道の未整備の地域が多く残っていて、工事箇所周辺の住民の皆さんに多くの感謝の言葉を頂い
たことを思い出します。布設した水道管が水道水を住民の皆さんに届けられる唯一の手段である
ことを、感謝の言葉から強く感じたことを思い出します。
　言うまでもありませんが、水道管路は、浄水場で作られた安全で良質な水道水を安定的に国民
の皆様に届ける大きな役割があり、地震等の自然災害時においても様々な埋設環境下でも、そ
の役割を果たさなければなりません。しかし、多くの管路が更新時期にありますが更新・耐震化
は遅れており、今後の老朽化の進行が心配されます。
　更新・耐震化の遅れは、老朽化した管路を多く抱えることになり、地震等災害時において被害
が増えるだけでなく、日々の維持管理においても漏水の増加や想定できない事故等の発生が懸念
されます。近年の集中豪雨等による災害の頻発や大規模地震の発生が危惧されるなか水道管路
の役割を持続・継続するためには、更新・耐震化等を着実に進めることが不可欠と思います。
　水道事業の厳しい経営環境の中で、水道施設の更新・耐震化等の施設整備や日々の維持管理に、
鋭意、取り組まれている水道事業体の皆様に、少しでもお手伝い出来ればと思っています。東京
都では水道事業体の一員として、日本水道協会では全国の水道事業体の皆様の協力・支援等を頂
き、水道に関わる様々な技術的業務に従事してきました。水道管路に関することだけでなく水道
技術全般についての相談についても、いつでも気軽に声をかけてください。よろしくお願いします。

新支部長就任のご挨拶　【関東支部】

関東支部長　木村 康則

関東支部長就任のご挨拶
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新支部長就任のご挨拶　【関西支部】

関西支部長　山﨑 弘太郎

　大阪市を退職後、当協会に本年 4月よりお世話になっています。33 年間にわたり水道一筋で
水源から蛇口まで水道トータルシステムの全ての分野に携わってまいりましたことから、自分なり
に業界についての知識はあるものと思っておりましたが、協会活動の緒に就いた中で、それは大
阪市水道という枠の中に限ったことであり、自分自身、実は何もわかっていないということがよく
わかりました。今一度初心に戻って、業界の多様性に目を向け、勉強し直し、そして協会に対して
何を求められているのかを確認し、我々にしかできないような活動を形にしていきたいと思ってお
ります。
  わが国では、人口減少・少子化が進展し、水需要も減少する中で、地震等自然災害は大規模化し、
水道施設整備が急務となっています。一方で、量的に計画需要から下方に乖離するインフラ整備に
対する批判は強いものの、質的に不十分なインフラ整備による社会的な経済損失の発生には寛容
な傾向があります。地震等自然災害の大きさや強さは増加することはあっても減少することは無く、
あたかも需要減と連動すべきかのような考えで整備が行われると、その時点ではコスト抑制により
一見持続性が確保されるものの、災害が発生して初めて効果の無さに気付くことになり、結果、無
駄遣いと大きな損失につながります。都市活動・市民生活に必要不可欠なライフラインである水
道システムの整備においては、社会経済環境が大きくかつ多様に変化するこの時代にあっても、短
期的な変化や視点にとらわれず、時間軸の長い視点をもって量・質ともに十分な事業を進めること
が肝要であると思います。ダクタイル鉄管は、耐震性能とともに材質の長期耐久性についてもその
優秀さが検証されており、管路整備における最良の選択であると自信を持ってお薦めできます。
　今後とも日本ダクタイル鉄管協会の仕事に従事することで社会貢献に少しでも寄与してまいりた
いと考えていますので、皆様、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

関西支部長就任のご挨拶
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支部 日程 会場 講師 テーマ

北海道

9月19 日 札幌市 札幌市教育文化会館
名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏 管路更新と災害レジリエントな水道

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業の基盤強化と広域化の効果

11月14 日
（火） 釧路市

ANAクラウンプラザ
ホテル釧路
釧路市錦町３－７

東京大学大学院
工学系研究科都市工学専攻
教授　滝沢　智氏

水道法改正と持続的な水道事業経営

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業の基盤強化と広域化の効果

東北

7月27日 仙台市 ハーネル仙台３階「蔵王」
名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

東日本大震災から得られた
経験の継承と目標管理型の災害対応

盛岡市上下水道局水道建設課
課長補佐　山路　聡氏

100 年先の次世代へ安心して引き継ぐために
～災害対応の心得と人材育成～

8月22日 盛岡市 ホテル東日本盛岡
金沢大学
理工研究域環境デザイン学系
教授　宮島　昌克氏

岩手県の地震環境と
断層横断管路への対策

八戸圏域水道企業団工務課
課長　内宮　靖隆氏 強靭な水道施設に向けた管路耐震化

関東

8月23 日 埼玉県 埼玉県県民健康センター

京都大学大学院
工学研究科都市社会工学専攻
教授　清野　純史氏

断層近傍の地震動と
ライフラインの挙動

法政大学大学院
イノベーション・マネジメント研究科
客員教授　佐藤　裕弥氏

水道事業の経営戦略と広域化・官民
連携による経営改革事例の紹介

9月 6 日 栃木県 栃木県総合文化センター
特別会議室

首都大学東京都市環境学部
准教授　荒井　康裕氏 水道システムとエネルギー

群馬東部水道企業団
参事兼企画課長　篠木　達哉氏
総務課庶務係長　峯岸　潤氏

群馬東部水道企業団の
広域化と官民連携事業

9月20 日 群馬県 群馬県青少年会館
東京都市大学工学部都市工学科
教授　長岡　裕氏

これからの水道技術のありかた
～水道システムをトータルとして
　とらえることの重要性～

日本水道協会技術課
技術専門監　田口　恒夫氏

現場における危機管理対応
～頻発する管路事故、工事事故等の
　原因と再発防止～

10 月11日 新潟県 朱鷺メッセ

京都大学大学院
工学研究科都市環境工学専攻
教授　伊藤　禎彦氏

人口減少下における浄水処理
配水システム再構築の考え方と各種課題

独立行政法人水資源機構
経営企画部次長　熊谷　和哉氏 事業環境の変化と水道事業

10 月18 日 千葉県 千葉県文化会館
小ホール

関東学院大学総合研究推進機構
教授　吉田　望氏 液状化と管路の被害
秩父広域市町村圏組合
水道局経営企画課
主席主幹　町田　忠男氏

秩父地域における
水道広域化の取組について

11月7日
（火）

長野県 ホテル国際21
長野県長野市県町 576

千葉大学
都市基盤工学教育研究領域
准教授　丸山　喜久氏

近年の地震時における
ライフライン施設の機能支障

前厚生労働省水道課長
宮崎　正信氏

水道施設の再構築と
安定的な水道経営を目指して

11月16 日
（木） 静岡県

静岡市民文化会館
C展示室
静岡市葵区
駿府町 2-90

関西大学環境都市工学部
都市システム工学科
准教授　飛田　哲男氏

「ダイレイタンシー」，「拘束圧依存」，
「有効応力」と液状化

元厚生労働省水道課長
石飛　博之氏 大災害の教訓と水道法改正の狙い

　日本ダクタイル鉄管協会では普及促進を目的として、今年度は以下のようなセミナーを開催しています。年内の
開催もまだ予定していますので、是非ともご参加下さい。（詳細についてはHP 等でご案内します）

平成29年度セミナー
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関東 12 月1日
（金）

茨城県 茨城県市町村会館講堂
水戸市笠原町 978-26

八戸圏域水道企業団工務課
課長　内宮　靖隆氏 強靭な水道施設に向けた管路耐震化
北海道大学大学院工学研究院
環境創生工学部門
教授　松井　佳彦氏

水道水質基準と環境リスク管理

中部

１０月１１日 金沢市 金沢勤労者プラザ
名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

災害レジリエントな
水道システムを考える

水道技術経営パートナーズ㈱
代表取締役　山口　岳夫氏

水道における官民連携を
効果的に活用するために

1１月１５日
（水） 名古屋市

名古屋国際センター
名古屋市中村区
那古野 1-47-1

水道技術経営パートナーズ㈱
代表取締役　山口　岳夫氏

水道における官民連携を
効果的に活用するために

山口大学
副学長　三浦　房紀氏

大規模災害に備える
～南海トラフ巨大地震を中心に～

関西

８月２３日 大阪市 建設交流館
グリーンホール（8階）

関東学院大学理工学部土木学系
教授　若松　加寿江氏 管路の地震被害と土地条件
群馬東部水道企業団
参事兼企画課長　篠木　達哉氏
総務課庶務係長　峯岸　潤氏

群馬東部水道企業団の
広域化と官民連携事業

１１月８日
（水） 京都市

メルパルク京都京極
（5階）
京都府京都市下京区東
洞院通七条下ル東塩小
路町 676-13

金沢大学
理工研究域環境デザイン学系
教授　宮島　昌克氏

熊本地震と九州北部豪雨における
水道施設、管路被害とその対策

前厚生労働省水道課長
宮崎　正信氏

水道施設の再構築と
安定的な水道経営を目指して

１２月１１日
（月）

和歌山市

和歌山県民文化会館
特設会議室（3階）
和歌山市
小松原通り 1-1
和歌山県庁正門前

岐阜大学工学部社会基盤工学科
教授　能島　暢呂氏

近年のライフラインの
地震災害に学ぶ

前厚生労働省水道課長
宮崎　正信氏

水道施設の再構築と
安定的な水道経営を目指して

関西・
中国四
国共催

８月３０日 徳島市 ホテルクレメント徳島
金扇東（3階）

独立行政法人水資源機構経
営企画部次長　熊谷　和哉氏 事業環境の変化と水道事業

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

南海トラフ地震被害想定から考える
地域事業継続

中国
四国

7月20 日 松江市
くにびきメッセ
（島根県立産業交流会館）

金沢大学
理工研究域環境デザイン学系
教授　宮島　昌克氏

山陰地方の地震環境と
断層横断管路への対策

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏

水道事業における
広域化と経営の効率化

11月9 日
（木） 広島市

合人社ウェンディひと・まちプラザ
（まちづくり市民交流プラザ）
広島市中区
袋町 6-36

関東学院大学理工学部土木学系
教授　若松　加寿江氏 管路の地震被害と土地条件

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏

水道事業における
広域化と経営の効率化

九州

10 月11日 福岡市 天神クリスタルビル

松江市上下水道局 
業務部経営企画課
課長　杉谷　雄二氏

松江市水道事業における
経営戦略の取組み

首都大学東京都市環境学部
特任教授　小泉　明氏

最近における水道の現状と
管路システムに関する技術の動向

10 月19 日 長崎市 長崎県勤労福祉会館

松江市上下水道局 
業務部経営企画課
課長　杉谷　雄二氏

松江市水道事業における
経営戦略の取組み

神戸大学大学院
工学研究科市民工学専攻
准教授　鍬田　泰子氏

巨大地震に備えて
水道事業ができること

11月21日
( 火） 沖縄県

沖縄県男女共同参画センター
沖縄県那覇市
西 3-11-1

松江市上下水道局 
業務部経営企画課
課長　杉谷　雄二氏

松江市水道事業における
経営戦略の取組み

神戸大学大学院
工学研究科市民工学専攻
准教授　鍬田　泰子氏

巨大地震に備えて
水道事業ができること
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北海道

9月19 日 札幌市 札幌市教育文化会館
名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏 管路更新と災害レジリエントな水道

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業の基盤強化と広域化の効果

11月14 日
（火） 釧路市

ANAクラウンプラザ
ホテル釧路
釧路市錦町３－７

東京大学大学院
工学系研究科都市工学専攻
教授　滝沢　智氏

水道法改正と持続的な水道事業経営

岩手中部水道企業団
局長　菊池　明敏氏 水道事業の基盤強化と広域化の効果

東北

7月27日 仙台市 ハーネル仙台３階「蔵王」
名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山　修久氏

東日本大震災から得られた
経験の継承と目標管理型の災害対応

盛岡市上下水道局水道建設課
課長補佐　山路　聡氏

100 年先の次世代へ安心して引き継ぐために
～災害対応の心得と人材育成～

8月22日 盛岡市 ホテル東日本盛岡
金沢大学
理工研究域環境デザイン学系
教授　宮島　昌克氏

岩手県の地震環境と
断層横断管路への対策

八戸圏域水道企業団工務課
課長　内宮　靖隆氏 強靭な水道施設に向けた管路耐震化

関東

8月23 日 埼玉県 埼玉県県民健康センター

京都大学大学院
工学研究科都市社会工学専攻
教授　清野　純史氏

断層近傍の地震動と
ライフラインの挙動

法政大学大学院
イノベーション・マネジメント研究科
客員教授　佐藤　裕弥氏

水道事業の経営戦略と広域化・官民
連携による経営改革事例の紹介

9月 6 日 栃木県 栃木県総合文化センター
特別会議室

首都大学東京都市環境学部
准教授　荒井　康裕氏 水道システムとエネルギー

群馬東部水道企業団
参事兼企画課長　篠木　達哉氏
総務課庶務係長　峯岸　潤氏

群馬東部水道企業団の
広域化と官民連携事業

9月20 日 群馬県 群馬県青少年会館
東京都市大学工学部都市工学科
教授　長岡　裕氏

これからの水道技術のありかた
～水道システムをトータルとして
　とらえることの重要性～

日本水道協会技術課
技術専門監　田口　恒夫氏

現場における危機管理対応
～頻発する管路事故、工事事故等の
　原因と再発防止～

10 月11日 新潟県 朱鷺メッセ

京都大学大学院
工学研究科都市環境工学専攻
教授　伊藤　禎彦氏

人口減少下における浄水処理
配水システム再構築の考え方と各種課題

独立行政法人水資源機構
経営企画部次長　熊谷　和哉氏 事業環境の変化と水道事業

10 月18 日 千葉県 千葉県文化会館
小ホール

関東学院大学総合研究推進機構
教授　吉田　望氏 液状化と管路の被害
秩父広域市町村圏組合
水道局経営企画課
主席主幹　町田　忠男氏

秩父地域における
水道広域化の取組について

11月7日
（火）

長野県 ホテル国際21
長野県長野市県町 576

千葉大学
都市基盤工学教育研究領域
准教授　丸山　喜久氏

近年の地震時における
ライフライン施設の機能支障

前厚生労働省水道課長
宮崎　正信氏

水道施設の再構築と
安定的な水道経営を目指して

11月16 日
（木） 静岡県

静岡市民文化会館
C展示室
静岡市葵区
駿府町 2-90

関西大学環境都市工学部
都市システム工学科
准教授　飛田　哲男氏

「ダイレイタンシー」，「拘束圧依存」，
「有効応力」と液状化

元厚生労働省水道課長
石飛　博之氏 大災害の教訓と水道法改正の狙い

　日本ダクタイル鉄管協会では普及促進を目的として、今年度は以下のようなセミナーを開催しています。年内の
開催もまだ予定していますので、是非ともご参加下さい。（詳細についてはHP 等でご案内します）

平成29年度セミナー
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編 集 後 記
●おかげさまで、日本ダクタイル鉄管協会

は今年創立７０周年を迎えました。協会
誌「ダクタイル鉄管」も前号が１００号、
今号は１０１号となり、新たな歴史を歩
み始めました。

　１０１号の表紙は、趣を変えて従来の写
真ではなく、イラストで表現しています。
今号から数号に亘って、ダクタイル鉄管
の製造工程を解説と併せて、紹介して
いく予定です。お楽しみください。誌面内
容やレイアウトなども一部変更しておりま
すが、読者の皆様に読みやすく、愛され
る協会誌「ダクタイル鉄管」を今後も目
指してまいります。

●巻頭言では、7月に就任された厚生労
働省医薬・生活衛生局水道課の是澤
課長に執筆いただきました。人口、給水
量、料金収入の減少の中、施設更新

や安全性の向上などの課題を乗り越え
なければならない水道事業を冬山登
山にたとえられて、関係者の力を結集
して、遭難することなく、制覇しようと書
かれています。

●対談では、首都大学東京の小泉特任
教授と高松市の石垣上下水道事業管
理者に管路の耐震化や香川県で進め
られている広域化について、議論いた
だきました。全国初となる県内一水道
への取組について、石垣管理者からそ
の経緯や広域化の難しさなどを語って
いただきました。

●技術レポートは７本、様々な事業体に執
筆いただき、整備計画や管路の耐震
化、ＮＳ形ダクタイル鉄管（E種管）の試
験施工、官民連携事業など、バラエティ
に富んだ内容となっています。
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